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平成31年 2月 21日（木曜日）午後７時から、当センター研修室で平成30年度医療連携

協力医研修会が開催されました。今回の研修会は、日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩

クリニック院長の菊谷 武先生を講師にお招きし、「チェアサイドで診る オーラルフレイル・

口腔機能低下症」をテーマにご講演いただきました。 

②気づく編では、歩行や表情、そして発声など、高齢患者さんが診

療室に来院した時のチェックポイントの説明があり、明日からの医

療面接で活かせるものばかりでした。③診断編では、口腔機能低下

症診断基準の7項目それぞれの検査手技と留意点について、歯科診

療所でも導入しやすい検査器具の紹介を交え解説いただきました。

④訓練・指導編では、口腔機能低下症の診断にあたり器質性咀嚼障

害と運動性咀嚼障害それぞれに対応した指導や訓練法を紹介してい

ただきました。  

予定の時間を超え研修会は盛会裏のうちに終了しました。今回の研修会は過去最多の49名も

の参加者にお集まりいただきました。ご多忙の中、ご参加いただきまして誠にありがとうござい

ました。医療連携協力医研修会は来年度も開催いたしますので、皆さま奮ってご参加下さい。 

医療連携協力医研修会が開催されました 

【 小田 泰之 先生 】 

【 菊谷 武 先生 】 

東京都歯科医師会 

センター・介護担当理事 

参加者全員による集合写真 

恒例となった研修会終了後

研修会は、東京都歯科医師会 センター・介護担当

理事の小田 泰之先生による挨拶で開会しました。講

演は、4つのパートで展開されました。      

①概念編では、フレイルの概念と共に加齢によって

咬合支持域の崩壊や舌圧の低下による咀嚼障害が、

生命予後に左右することを学びました。オーラルフ

レイルは身体的フレイルや死亡リスクの危険因子に

なることが明らかにされており、口腔機能低下症の

診断についての重要性を再認識させられました。        



 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをリニューアルしました 
 

 患者さんには、協力医・登録医の先生方の情報を公開し、先生方を23区各地区ごとに検索しやす

くなりました。医療関係者の方には、研修会の開催スケジュールがカレンダー表記で掲載になり、申

し込みまでのご案内がワンクリックで可能です。 

 

医療安全の向上や職員の健康管理などを目的に

毎年、色々な職員研修を行っています 

 
「障害者差別解消法に関する研修」 

東京都においても平成30 年 10月 1日「東京都障害者への理解促進及

び差別解消の推進に関する条例」が施行ました。障害者のある患者さん

に対する理解の促進と利用しやすい施設にするための研修をしました。 

「メンタルヘルス研修」 

認知行動療法を通して、自らの考え方の癖を見直しストレスと上手く付

き合う方法をワークショップ形式で研修しました。 

「救急対応研修」 

救急対応の必要な患者を想定し、グループに分かれて心肺蘇生、AED、

バッグバルブマスクの使い方、窒息時の対応を研修しました。 

都内外の協力医・登録医の

先生方を検索できるように

なりました。 

カレンダーからワンクリック

で、研修会の選択が可能にな

りました。 

医療連携のページでは、協力医・登録医の先生方の支援を目的とし、

医療連携のお問い合わせフォームを開設しました。保険算定や患者さん

の紹介の際に聞いておきたいことなどがあれば、お気軽にお問合せ下さ

い。また、Ｑ＆Ａ方式や事例形式で障害者歯科診療における保険点数の

留意点を追加掲載予定です。当センター宛の診療情報提供書がダウンロ

ードできますので、ぜひご活用下さい。 

救急対応研修での心肺蘇生法

 

QRコード

 

スマートフォンや携帯電話

 

からも閲覧可能です。

 


